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 令和８年度採用 岐阜県公立学校教員採用選考試験 

第２次選考試験 模擬授業の実施について【中学校家庭】 

 
１ 模擬授業等の内容について 

（１）内  容：①調理実習の示範・調理、②被服実習の導入場面と個別指導の模擬授業を行う。 

（２）授業概要：指示書に従って、授業構想を立案し、授業の示範及び模擬授業を行う。 

※指示書の内容は、当日の発表とする。 

 

２ 実施方法について 

 実習名 各実施方法 

① 調理実習の

示範・調理 
・身支度を整え、調理室に移動する。 

・調理室入室後、５分間で、調理実習の示範・調理の構想を立てる。 

・８分以内で、調理実習の示範・調理を行う。 

・授業構想で作成したメモ（Ａ４サイズ１枚）を見ながら実施してよい。 

・授業構想で作成したメモは、評価の対象としないので、提出は不要とする。 

② 被服実習の

導入場面と

個別指導の

模擬授業 

・５分間で、導入及び個別指導の構想を立てる。 

・７分以内で、黒板前で授業の導入場面の模擬授業を行う。 

・模擬授業の後、生徒の様子を見ながら、技能が定着するよう、個別の指導援助を

３分間行う。 

・持ち込み可能なものは、授業構想で作成したメモ（Ａ４サイズ１枚）とする。 

・授業構想で作成したメモは、評価の対象としないので、提出は不要とする。 

・授業構想で作成したメモを見ながら示範等を行ってもよい。 

・①と②の実習の内容及び実習の順番については、当日公表する。 

・試験委員を生徒と想定して模擬授業を行う。ただし、個別指導時を除き、試験委員とのやり取りは

一切できない。 

 
 
 
 
 
 
 

 

３ 模擬授業等に必要な持ち物について 

 

【授業構想のメモについて】 

・備え付けのＡ４サイズ１枚（両面使用可）とする。 

・授業案、口述原稿など、模擬授業に必要な内容を自由に書いてよい。 

・用紙を道具（教材）と見立てて示したり、黒板等に掲示したりすることはできない。 

【①調理実習の示範・調理】 

・エプロン ・三角巾 ・マスク ・ふきん２枚（台用 1 枚、食器等用 1枚） 

【②被服実習の導入場面と個別指導の模擬授業】 

・裁縫道具一式（縫い針、待ち針（５本程度）、糸、針刺し、糸切りばさみ） 


